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人をつなぎ、まちをつくる

　
　
　

月
30
日
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

　
　
　

イ
ン
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
﹃
創つ

な

ぐ

絆
集
﹄

造ぞ
う

応
援
隊
の
事
務
所
開
所
式
が
町
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
は
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の

発
掘
と
、
誰
も
が
地
域
づ
く
り
に
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
ま

た
、
集
落
や
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
め

コミュニティデザインproject『創
つ な ぐ

絆集』造
ぞう

 応援隊 発足

■運営主体
　NPO 法人ふるさと福井サポートセンター
　( 町が委託 )

※お問い合わせ先

　町企画政策課 ( 担当 ･ 武田）☎ 32‐6701

　自分たちが住む地域を住みよいものにし、より良い環境を将来に繫いでいく

ためには、地域に住む皆さんが自ら課題を見つけ行動することが大切です。

　また、地域活動を各々が行うだけでなく、つながりあうことによって、さら

にまちづくりの輪が広がります。

　今月号は、地域や町のために ｢ 何かしたい ｣ と前向きに思っている人や現在活

動している人を応援するため、このほど発足した町の新しい組織を紹介します。
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■お問い合わせ先
　☎ 32‐6719

ま
ち
づ
く
り
に
は

｢

美
浜
を
愛
す
る
前
向
き
な
人｣

が
必
要
で
す

　

平
成
27
年
度
末
ま
で
、
第
五
次
美
浜
町

総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
委
員
と
し
て
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
や
空
き
家

増
加
等
、
町
の
将
来
を
考
え
る
中
で
、
住

民
が
住
民
の
た
め
の
活
動
を
行
い
、
そ
れ

を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る｢

協
働
の
ま
ち

づ
く
り｣

を
早
急
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
、
応
援
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

私
は
普
段
、
空
き
家
と
移
住
希
望
者
と

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
集
ま
り(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ)

が
生

ま
れ
、
地
域
が
活
性
化
し
た
場
面
を
見
て

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
応
援
隊
で
も
活

か
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

応
援
隊
の
目
標
は
、｢

自
分
た
ち
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
す
る｣

人
を
増
や
す
こ

と
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
で

の
活
動
を
、
自
分
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
取

り
組
み
、
周
り
の
人
か
ら
頼
ら
れ
る
よ
う

な
存
在
に
な
っ
て
い
け
ば
、
人
が
人
を
つ

く
り
、
や
が
て
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
災
害
の
大

規
模
化･

頻
発
化
等
、
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
地
域
の
課
題
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
域
に
住
む

人
た
ち
で
す
。｢

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る｣

意
識
を
持
ち
、
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
で
、
周

り
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
助
け

合
い
の
心
が
生
ま
れ
、
地
域
に
住
む
人
の

意
見
が
尊
重
さ
れ
る
、
よ
り
豊
か
な
環
境

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
そ

の
方
法
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。｢

地

域
で
防
災･

防
犯
に
取
り
組
む｣｢

祭
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る｣｢

子
ど
も
を
見

守
る｣｢

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
支

え
る｣｢

伝
統
文
化
を
伝
承
す
る｣｢

景
観

を
良
く
す
る｣｢

身
近
な
自
然
を
守
る｣

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
方
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、｢

周
り
の
人
が
何
か
必
要

と
し
て
い
な
い
か｣｢

自
分
の
得
意
な
こ

と
を
地
域
に
役
立
て
ら
れ
な
い
か｣

等
と

考
え
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

応
援
隊
で
は
、｢

美
浜
を
愛

す
る
前
向
き
な
人｣

と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
、
思
い
や
悩
み
、
し
た
い
こ

と
等
を
聞
い
て
い
き
ま
す
。
美

浜
に
は
、
活
躍
の
場
や
人
と
の

つ
な
が
り
さ
え
あ
れ
ば
、
自
ら

動
い
て
く
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
掘

NPO 法人

ふるさと福井サポートセンター

理事長 北山　大志郎　さん

コミュニティデザイン project

『創
つ な ぐ

絆集』造
ぞう

　応援隊

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン 

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

『
創つ

な

ぐ

絆
集
』
造ぞ
う 

応
援
隊　

事
務
所
開
所
式

り
起
こ
し
、
そ
の
人
の
強
み
や
個
性
を
引

き
出
し
な
が
ら
、
思
い
を
形
に
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■場所
　〒 919‐1141
　美浜町郷市 25‐25  美浜町役場別棟内

  interview

る
よ
う
、
町
が
委
託
し
設
置
し
た
も
の
で

す
。

　

ま
ず
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
町
内
の
団
体･

個
人
の
や
り
た

い
こ
と
や
課
題
等
を
調
査
し
、そ
の
上
で
、

活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

人
や
団
体
、
行
政
を
紹
介
し｢

つ
な
ぐ｣

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

除幕する山口町長 (右 ) と北山大志郎理事長 (左 )
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください
～ＪＲ小浜線は地域の宝物　みんなで乗ろうよ小浜線　切符は美浜駅で買いましょう！～

対象期間　  7月1日(金)～9月30日(金)

対象旅行

　美浜駅で発行する切符を購入して、ＪＲ小浜線を利
用した親子旅行。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、原則とし
て助成対象となりません。
①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し等を受
　けた場合
②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

対象者

  切符を購入した時点で、次のすべての条件を満たす方
①本町に住所を有する親子。(親子旅行には中学生以下
　の者が１人以上含まれていること)
※親子とは、子どもの親に限らず祖父母等3親等以内の
　親族を含む。
②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点としたＪＲ
　切符であること。
③町税等に滞納がないこと。

助成額

　購入額の3分の2(限度額10,000円)を助成します。
※助成は、1世帯1回限りとする。(子どもと別世帯の親
　族とが旅行した場合も１世帯とする)

申請方法

①美浜駅で切符を購入した際に、美浜駅に備え付けの
　申請書兼請求書に販売証明を受けてください。
②親子旅行実施後20日以内に町企画政策課へ申請書兼
　請求書を提出して下さい。

夏休み親子旅行助成

夏休み！親子で行ってらっしゃい

今年度も実施！

助成件数

　原則として先着30組とします。

シ
ニ
ア
利
用
者
助
成

※お問い合わせ先

　町企画政策課(担当･山本)  ☎32‐6701

　
　
　

月
2
日
に
、
第
8
回
耕
作

　
　
　

放
棄
地
発
生
防
止･

解
消

活
動
表
彰
に
お
い
て
全
国
農
業
会

議
所
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
新

庄
わ
い
わ
い
楽
舎
の
受
賞
報
告
会

が
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
表
彰
は
、
農
業
委
員
会
系
統

組
織
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
農

業
会
議
所
が
、
模
範
と
な
る
耕
作

放
棄
地
対
策
の
取
り
組
み
を
た
た

え
、
広
く
周
知
す
る
た
め
に
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

新
庄
わ
い
わ
い
楽
舎
は
、
牛
の

6

新庄わいわい楽舎が全国農業会議所会長賞を受賞
耕作放棄地の発生防止･解消活動が評価され ■ お問い合わせ先

　町農林水産課(担当･上光)
　☎32‐6706

　
　
　

月
7
日
に
、
第
1
回
美
浜

　
　
　

町
空
き
家
等
対
策
協
議
会

が
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
空
き
家
の
適
切

な
管
理
や
利
活
用
を
進
め
る
た
め

に
町
が
設
置
し
た
も
の
で
、
区
長

会
長
や
建
築
、
不
動
産
、
防
災
等

の
関
係
者
、
町
職
員
16
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
5
月
に
国
が
施
行
し

た
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
で

は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
や
衛
生
上
の

問
題
等
が
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
行
政
に
よ
る
助
言
や
指
導
、

勧
告
、
撤
去
を
含
む
行
政
代
執
行

6

美浜町空き家等対策協議会を設立
空き家への適切な対策に向けて ■ お問い合わせ先

　町美浜創生戦略課(担当･南)
　☎32‐6715

放
牧
や
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

た
水
田
で
の
運
動
会(

ド
ロ
リ
ン

ピ
ッ
ク)

の
開
催
、
農
業
体
験
の

受
け
入
れ
等
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は
、｢

創
立
か
ら
10

年
、
獣
害
防
止
柵
の
設
置
や
町
内

外
の
若
者
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
等

に
、
町
内
で
も
い
ち
早
く
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
。
今
後
も
ま
す
ま

す
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す｣

と
述
べ
ま
し
た
。

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
同
法
律
に
基
づ

き
、
空
き
家
へ
の
対
策
に
つ
い
て

定
め
る｢

美
浜
町
空
き
家
等
対
策

計
画｣

を
、
平
成
28
年
11
月
末
を

め
ど
に
策
定
し
ま
す
。

　

山
口
町
長
は｢

町
内
で
も
、
強

風
に
よ
る
空
き
家
の
倒
壊
等
が
起

き
て
お
り
、
住
民
に
危
険
が
及
ぶ

空
き
家
へ
の
早
急
な
対
策
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
。
委
員
の
皆
さ

ん
に
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い｣

と
話
し
ま
し

た
。

↑全国農業会議所会長賞を受賞された新庄わいわい楽舎

↑委員を代表し委嘱状を受け取る大塩一成さん

回
数
乗
車
券
の
助
成

□
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上

の
方
で
、
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

切
符
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

購
入
額
の
3
分
の
1

□
申
請
方
法

　

美
浜
駅
に
備
え
付
け
の
申
請
書
兼
請

求
書
に
運
転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険

証
の
写
し
を
添
え
て
、
美
浜
駅
ま
た
は

町
企
画
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ

い
。

※
特
別
企
画
乗
車
券
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
回
数
乗
車
券
、
団
体
割
引
乗
車
券
は
下
記

の
助
成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き
1
人
あ

た
り
１
，０
０
０
円

※
切
符
購
入
の
際
に
は
、
美
浜
駅
窓
口
に
て

必
ず
販
売
証
明
を
受
け
て
下
さ
い
。

□
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
町

税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す

る
回
数
乗
車
券
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

購
入
額
の
10
％

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き
1
人
あ

た
り
１
，０
０
０
円

↑5月26日に東京で行われた全国農業委員会会長
　大会で、表彰状を受け取る藤本悟代表理事

(トップページ > 手当･助成 > 小浜線利用促進助成)

※その他、団体旅行の助成、学生団体等の
　助成を実施しています。詳しくは町の
　ホームページをご覧下さい。

↑第1回美浜町空き家等対策協議会
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
92

今回の報告では、5月18日から6月16日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美浜発電所の状況

美浜1号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜2号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

運転しないときでも
エコドライブ

　車の燃費向上のための工夫を｢エコドライブ｣と呼びます。先月号
では、運転中に実践できる｢エコドライブ｣として、発進･巡航･減速･
停止の4つの走行パターンごとの実践例を紹介しました。
　今月号では、運転時以外に取り組めるエコドライブを紹介します。

運
転
時
以
外
に
で
き
る

燃
費
向
上
の
工
夫

①
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

　

車
が
重
く
な
る
ほ
ど
、
加
速
時
に
か
か

る
抵
抗
が
大
き
く
な
る
の
で
、
ア
ク
セ
ル

を
強
く
踏
み
込
み
が
ち
に
な
り
、
燃
料
消

費
が
多
く
な
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
や

キ
ャ
ン
プ
用
品
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ
ー
に

使
っ
た
荷
物
等
は
、
必
要
な
時
以
外
は
車

か
ら
降
ろ
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

シリーズ ｢ 誰でもできるエコドライブ ｣ ②

余
計
な
車
利
用
を
減
ら
す
工
夫

①
事
前
に
計
画
を
立
て
る

　

道
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
目
的
地
ま
で
の

　

車
は
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
使
用
環

境
に
合
わ
せ
て
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア

を
組
み
合
わ
せ
、
無
理
な
く
地
球
に
優
し

い
カ
ー
ラ
イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

④
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
は
こ
ま
め
に
調
節

　

エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
、
多
く
の
燃
料
を

消
費
し
ま
す
。
夏
場
は
必
要
以
上
に
車
内

を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
、
こ
ま
め
に
設
定

温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
車
の
エ
ア
コ
ン(

A
／
C)

は

車
内
を
冷
却･

除
湿
す
る
機
能
で
す
。
冬

場
、
暖
房
機
能

の
み
必
要
な
と

き
は
、
エ
ア
コ

ン
ス
イ
ッ
チ
を

オ
フ
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る
点
検･

整
備

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
不
足
す
る
と
、
よ

り
多
く
の
燃
料
を
消
費
し
ま
す
。
適
正
な

空
気
圧
で
走
行
す
る
た
め
に
、
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
フ
ィ
ル

②
空
気
抵
抗
を
減
ら
そ
う

　

空
気
抵
抗
が
増
え
る
と
、
燃
料
消
費
量

が
多
く
な
り
ま
す
。
使
わ
な
い
キ
ャ
リ
ア

や
ル
ー
フ
ボ
ッ
ク
ス
等
は
外
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
高
速
走
行
は
よ
り
多
く
の
空
気

抵
抗
を
受
け
ま
す
。
高
速
走
行
時
に
は
、

窓
を
開
け
な
が
ら
の
走
行
も
空
気
抵
抗
を

大
き
く
す
る
原
因
と
な
る
の
で
、
窓
を
閉

め
て
外
気
導
入
に
す
る
等
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

タ
、
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
等
を
定

期
的
に
交
換

す
る
こ
と
で

も
燃
費
が
改

善
し
ま
す
。

③
買
い
物
時
の
工
夫

　

買
い
物
を
一
箇
所
で
済
ま
せ
る
、
駐
車

場
が
空
い
て
い
る
時
間
帯
を
利
用
す
る
、

立
体
駐
車
場
よ
り
平
場
の
駐
車
場
を
選
ぶ

等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

②
交
通
手
段
の
選
択

　

近
距
離
で
荷
物
が
少
な
い
場
合
等
は
自

転
車
や
徒
歩
で
出
か
け
、
公
共
交
通
が
便

利
な
場
所
で
は
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

経
路
を
確
認
し
た
り
、
渋
滞
を
避
け
る
た

め
に
渋
滞
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
や
出
発
時
間

を
検
討
し
た

り
す
る
こ
と

で
、
余
計
な

走
行
を
し
な

い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

5
月
19
日
に
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所

在
市
町
村
協
議
会
の
総
会
が
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル(

東
京)

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
当
協
議
会
の
会
員
29
市
町
村

の
首
長
及
び
議
長
等
が
出
席
し
、
平
成
27

年
度
の
事
業
報
告
や
、
平
成
28
年
度
事
業

計
画︵
案
︶等
が
審
議
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
全
国

5
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各
1
名
選
出
さ
れ
る
副

会
長
に
、
若
狭
地
域
か
ら
山
口
治
太
郎
町

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
2
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

議
案
審
議
後
に
行
わ
れ
た
国
と
の
意
見

交
換
で
は
、
原
子
力
規
制
庁
や
経
済
産
業

省
等
の
関
係
機
関
出
席
の
も
と
、
原
子
力

発
電
を
取
り
巻
く
課
題
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

(

経
済
産
業
省
へ
の
質
問
と
回
答)

問
1

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
、

２
０
３
０
年
の
原
子
力
比
率
は
20
～
22
％

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
子
力
発
電
所

の
新
増
設･

リ
プ
レ
ー
ス
に
つ
い
て
明
確

な
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
1

　
　
　

｢

原
子
力
比
率
20
～
22
％｣

は
、

原
子
力
発
電
所
30
基
程
度
が
稼
働
率
80
％

程
度
で
稼
働
す
る
と
達
成
で
き
る
と
想
定

し
て
い
る
た
め
、
新
増
設
、
リ
プ
レ
ー
ス

は
想
定
し
て
い
な
い
。
福
島
事
故
の
後
に

失
わ
れ
た
原
子
力
の
社
会
的
信
頼
回
復
へ

の
取
り
組
み
に
傾
注
す
る
こ
と
は
大
事
で

あ
り
、
引
き
続
き
安
全
最
優
先
の
姿
勢
で

再
稼
働
に
対
応
し
て
い
き
、国
民
の
理
解
、

社
会
的
信
頼
を
回
復
す
べ
く
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。︵
経
済
産
業
省
吉
野
恭
司
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
統
括
調
整
官
︶

　
　
　

高
浜
3･

4
号
機
の
裁
判
に
お
い

て
、
具
体
的
な
避
難
計
画
が
必
要
で
あ
る

と
決
定
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府

の
支
援
に
よ
っ
て
策
定
し
た
避
難
計
画
を
、

地
域
住
民
に
限
ら
ず
広
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
2

　
　
　

内
閣
府
と
し
て
も
、
原
子
力
防
災

の
広
報
は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

(

内
閣
府
へ
の
質
問
と
回
答)

問
3

　
　
　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
世
界
最

高
水
準
と
し
た
新
規
制
基
準
に
つ
い
て
、

ま
た
、
新
規
制
基
準
に
適
合
し
た
発
電
所

の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
て

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
3

　
　
　

規
制
庁
と
し
て
は
、
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
規
制
委
員
会
は
公
開
で
審

査
会
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
一
般
の
人

が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
絵
や
写
真
等

を
用
い
た
概
要
書
を
作
る
等
、
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
を
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。︵
原

子
力
規
制
庁
荻
野
徹
次
長
︶

↑国との意見交換で国の見解を求める
　山口町長

　

町
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
福
井
県
原
子

力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会
総
会
に
お
い

て
、
山
口
町
長
が
同
協
議
会
の
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

問
2

　

意
見
交
換
で
山
口
町
長
は
、
主
に
次
の

3
点
に
つ
い
て
国
の
見
解
を
求
め
、
各
担

当
省
庁
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

(

原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
質
問
と
回
答)

↑全国の原子力発電所所在市町村等が一堂に
　会し、平成 28 年度の事業計画等を審議

い
。︵
内
閣
府
森
下
泰
政
策
統
括
官
付
参

事
官
︶


